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Ｈ２１ ３年第三回基礎学力テスト
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（６） （７）

（８）Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅの五人の中から２人選んでチ－ムを作る。
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２．ゆかりさんは午前８時に家を出発し、自転車に乗って時速１２ｋｍで走り、午前９時３０分に

目的地に着く予定でした。しかし、途中で自転車がパンクしたので、そこからは、時速４ｋｍで

歩きました。そのため目的地に着いたのは出発してから２時間後の午前１０時でした。

（１）家から目的地までは

（２）自転車で走った道のりｘｋｍ，歩いた道のりをｙｋｍとして

１２× １．５＝１８ｋｍ

ｘ＋ｙ＝１８

１２

ｘ

ｘ＋３ｙ＝２４

ｘ＋ｙ＝１８

２ｙ＝６

＋

ｙ＝３

ｙ

４
＝２

ｘ＝１５ １５ｋｍ



- 4 -

（１）点Ａのｘ座標が４なのでｙ＝１６

（２）四角形ＡＢＣＤが正方形なので
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（１）６番目の図形では、

（２）ｎ番目の図形で、正六角形の数は
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（１）△ＩＧＥ∽△ＩＡＥ∽△ＥＦＨ

（２）

仮定より∠Ｇ＝∠Ａ＝∠Ｆ＝９０°

∠ＧＩＥ＝∠ＡＩＥ（対頂角）

以上により２組の角がそれぞれ等しいので

△ＩＧＥ∽△ＩＡＥ
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４：３：５の比の直角三角形である。
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